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　一乗谷朝倉氏遺跡（福井県）

　明石海峡大橋（兵庫県）

　四万十川の文化的景観（高知県）

　六十里越道路（山形県） 　華厳の滝（栃木県） 　黒部ダム（富山県）

ようこそ！景観の世界へ
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　皆さんは「景観」という言葉を聞いて何を連想するでしょうか。
景色や風景そのものを考える人もいると思います。景観研究の第
一人者である中村良夫は「いうまでもなく景観とは人間を取り巻
く環境のながめにほかならない。しかしそれは単なるながめでは
なく、環境に対する人間の評価と本質的なかかわりがある。」と
述べています。
　すなわち「景観を見る」 とは目に見えるながめのみを捉えるの
ではなく、その土地の自然や風土、そしてその土地に生ける人間
との間に存在する関係性を読み解こうとする行為なのです。

　景観に関する学問は土木工事や建築学、造園学など私たちが学ん
できた工学分野だけでなく、地理学や歴史学、社会学などの人文系
分野さらには心理学などの認知科学系の分野にまでわたります。
　景観を工学的な観点から考え始めたのは高速道路が最初といわれ
ています。安全で快適な走行を約束する線形設計や対向車の遮光、
視線誘導の効用を持ちつつ道路にうるおいをもたらすことが始まり
でした。人々の生活する国土において、 構造物をそとの土地にふさ
わしく、より使いやすいものにしようと考えることが土木工学にお
いて景観を考える意義となっています。
　つまり、景観工学とは広い分野から私たちを取り巻く環境を考え
る学問なのです。
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　学生同士の議論を交わす様子

　ワークショップで作成した模型 　審査会後の打ち上げパーティ 　ベランダで野菜栽培中

　ゼミ合宿先での見学会

卒業論文・修士論文

ゼミナール ゼミ合宿

おぎゼミ

外濠市民塾

江戸東京
アトラス研究
東京見学会
学会発表

造園学会
サマースタジオ

郡上八幡
水の学校

最上川文化的景観
プロジェクト

沼津市内膳堀
プロジェクト

九州デザイン
シャレット

神楽坂景観塾石積み合宿

渋谷ワーク
ショップ

景観開花。景観
研究室

あなたの「景観を学ぶ場所」はこんなところ！ 景観研究室の教授、福井先生に聞いてみた！

地域参加地域参加

研究室活動研究室活動

大学交流大学交流
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　研究内容は公共空間の使われ方、街路の印象、空間の認識の
仕方、土木デザイン論、土木史、都市の居場所など様々なもの
があります。このように景観を形成する、幅広いテーマから興
味を持ったものを選択することができ、自分の研究テーマを考
えることも可能です。 研究活動では幅広い視点を身に着ける
とともに、自ら考えて行動する力を養うことができます。研究
内容の異なる仲間や先輩と、論文ゼミや普段の議論を通して多
くの知見、新たな視点を吸収し、自らの研究にも役立てること
ができます。研究は決して一人で行うものではありません。

Q：イタリアでの生活はどうですか？
　2023 年 5 月から 1 月までイタリアの Pavia 大学に滞在して在外研究を行っ
ています。主なテーマは文化的景観と土木デザインの関係ですが、幅広くイタ
リアの情報を集めています。自転車を買って郊外を走り回ったり、列車やレン
タカーで少し遠くの町を見に行ったりしています。街や郊外の風景が美しいか
ら歩いていて楽しいです。日本との文化や地理的条件などの違いを意識して日々
刺激を受けて生活しています。ちょっと残念なのは住んでいる大学の寮が町外
れにあって町なかの雰囲気を感じにくいこと。イタリア人の家族や友人との豊
かな時間の過ごし方には感動したので帰国後も生活パターンをイタリア風にし
たいと思います。

Q：景観分野の面白いところは？
　プロジェクトの現場はひとつとして同じでない。だから飽きることがない。現地に行ってその場所の環境
や歴史、人の営みなどを聞き、それらの繋がりや関係性から地域のよさを理解していく過程が面白い。構造
物や空間などのデザインであれば、そうした地域のよさを活かしながらデザインが何を提供できるかをパズ
ルのように解いていき、関係者と議論しながら提案していくのが面白いと感じています。

Q：景観分野の難しいところは？
　専門性の範囲が非常に広く、対象や状況に応じて使う専門知識や内容が変わるところ。価値観や方針の話
に踏み込むので万能でわかりやすい指標がないところです。

Q：景観研究室の学生に対する印象。望んでいる事は？
　「景観研究室の学生はこうだ」という平均的な印象は持っていな
いし、みんな同じような感じにはなってほしくない。望む事として
は、行動力と決断力、失敗を恐れず試してみるフットワークの軽さ。
学生だからいろいろチャンスが開かれているので、様々な経験を積
んでほしい。

Q：2022 年度の景観研究室での活動で一番の思い出は何ですか？
　福井県へのゼミ合宿かな。人と会って話す、現地を見るというのはとても大
事なこと。勝山市の大清水のデザインを紹介したときに、学生のみんながデザ
インのディテールに凄く興味を示してくれて、細かい所を説明しながら歩けた
のはとても楽しかった。対面での学会開催が復活したのもよかったです。

出身：東京都　　年齢：53 歳　　血液型：AB 型
経歴：▷清水建設株式会社
　　　▷東京大学 大学院工学系研究科 社会基盤専攻　助手
　　　▷国土交通省 国土技術政策総合研究所 環境研究部緑化生態研究室　研究官
　　　▷東京大学 大学院工学系研究科 都市持続再生研究センター　特任准教授
　　　▶法政大学 デザイン工学部 都市環境デザイン工学科　教授　

　景観研究室では日々の活動に加えて、研究室の
外に出向き、対外的にも多くの活動を行っていま
す。フィールドワーク、催事への参加、景観研究
室最大のイベントであるゼミ合宿によって、日本
各地に足を運ぶことで貴重な経験が得られます。
さらに設計コンペやワークショップへの参加、他
大学との勉強会といった外部との交流を経て、様々
な視点で、都市・地域の景観を考えるきっかけを
得ます。このような様々な活動を通して自身の知
識を蓄積できることはもちろん、物事に対する問
題意識や疑問を持つ思考力も醸成させることがで
きます。

Q：福井先生の趣味は何ですか？
　きれいな風景を見ることです。それを写真に撮ったり、その場で他の人と共有できると嬉しい。それが仕
事内容に直結しているので趣味とは言えないかもしれませんが。学生の頃、自分の車（バブル期だったので）
であちこち出かけていろいろな風景を見たのは土木に進んだきっかけにもなっています。

　景観研究室は 2012 年 4 月に福井恒明教授が法政大学に着任した際に創設した研究室で、2023 年度で 
12 年目になります。現在修士 11 名、学部生 10 名の計 21 名で活動しており、2023 年 3 月までに 102
名の卒業生を輩出しています。

研究内容

景観研究室で得られるもの





　A 班：月島

　B 班：渋谷

　東京駅丸の内駅前広場 　丸の内仲通り 　三井本館 　東大の学生と集合写真

　はまみらいウォーク 　桁下からものぞいてみる

　ゲスト講師の話に興味津々

　イケ・サンパーク 　池袋西口公園

　豊島区役所バルコニー

　ノミガワスタジオ 　展望台にみんな集合

　池上の町並み

　設計者の山田裕貴さん（Tetor）の解説 　九段坂公園

　東郷元帥記念公園（下段解放時）

　C 班：二子玉川

景観を学ぶ心構え・作法を学ぼう！

6 7

　東京見学会は、東京大学景観研究室が 1991 年から継続している伝統的な行事で、2014 年からは法政大学
景観研究室と共同で開催しています。学生が中心となって企画・運営・見学中の説明を行います。見学会は
日本橋から始まり、丸の内、日比谷、銀座、汐留といった地区に残る明治から昭和にかけての近代化遺産を
丸一日かけて巡ります。最後に水上バスで様々な形式の橋梁を眺めながら隅田川を遡り、浅草へと向かいます。
普段何気なく過ごしている東京の歴史に改めて目を向けることができる貴重な機会です。また、同じ場所に
毎年行くことで、去年とは違った視点や見方に気づき自分の成長を感じられるチャンスでもあります。

　横浜市都市デザイン室の桂有生さんをゲストに迎え
て見学会を行いました。横浜駅からみなとみらいを経
由し元町商店街まで、横浜の都市デザインの取り組み
を桂さんに幅広く解説いただきました。古きを織り込
み新しきを受け入れる横浜ならではのまちづくりを体
感するとともに、今年は 2021 年に完成したエアキャビ
ンに乗り、新しい横浜の風景に触れることができた見
学会となりました。

　「先輩と行く見学会」は修士と学部生が
4-5 名のグループに分かれ、自ら見学先や
ルートを企画して実施するまちあるきで
す。見学地の選定にはそれぞれの学生が興
味のあるエリアやまちあるきテーマをプ
レゼンして決定します。事前に見学先の概
要や歴史・文化を調べ、情報共有すること
によって、現地での理解がより一層深ま
り、その場での発見や議論も盛り上がり
ます。見学後には 3 年生が見学の成果を
PowerPoint にまとめて発表します。先輩と
の交流を深めながら企画・調査・発表の方
法を学ぶまちあるきです。

　おぎゼミは、おぎさんこと兼任講師の荻原知子先生が主催するゼミナー
ルです。今まで書いてきた課題レポートでは見過ごしてきた「論理的な文
章を書くポイント」をわかりやすく丁寧に解説してくれます。2022 年度は
まず卒業論文執筆の下準備として小論文ゼミを実施しました。論文執筆に
必須な口語と文語の使い分けや論理的な文章構成能力、正しい語彙力の形
成など、論文だけでなく社会に出てからも重要な事項を確認しました。また、
論文ゼミ後には輪読ゼミを開催しています。今年度の題材は『近代都市空
間の文化経験（成田龍一）』です。近世以降、東京や横浜などの大都市に生
じた様々な現象（文明や野蛮、モダニズムとナショナリズム、総力戦下の
文化変容 ...）を取り上げ、都市の空間が近代という時代にどのような経験を
してきたのかを読み解きます。さらにそれを自身で言語化・再構成し、他
者に説明する能力を養いました。この他にも、動画への批評ゼミや東大の
お出かけゼミに混ぜてもらうなど年々充実度合いが増しています！

　兼任講師の福島秀哉先生（上條・福島都市設計事務所）
の引率のもと、豊島区「池袋駅周辺 4 公園」事業の見
学会を行いました。日常的な憩いの場と防災公園機能を
併せ持つイケ・サンパークでは NTT 都市開発、NTT アー
バンバリューサポートの方々に事業の仕組みや設計に
ついて解説していただきました。都市公園への社会的要
請とそれを実現する仕組みについて考えを深めました。

　教育技術嘱託の佐瀬優子先生ご案内のもと、大田区池
上地区の持続的発展を目指す取り組み「池上エリアリノ
ベーションプロジェクト」の現地見学を行いました。リ
ノベーションされた建物における使い方のデザインに
より地域の人々に親しまれている場所の魅力に触れま
した。地域の方々からも興味深いお話を聞くことがで
き、池上の街の温かさを堪能した見学会でした。

　Tetor の山田裕貴先生（兼任講師）と八杉遥さん（景
観研卒業生）をお招きし、 Tetor の設計による東郷元帥
記念公園、九段坂公園のデザインがどのような意図で
なされ、どのような過程で実現したかを現地で解説し
ていただきました。このほか千鳥ヶ淵緑道、北の丸公園、
大手町川端緑道、竜閑さくら橋など、普段何気なく見
ている公共空間のデザインについて理解を深めました。

　景観研究室では毎年 3 年生のゼミナールの一環として、研究室全体でまちあるきや見学会を実施していま
す。今回は 2022 年度に行った街歩きや見学会を紹介します。

　ホワイトボードを使って解説

　分析・考察ゼミの様子

まちあるき：横浜のアーバンデザイン

まちあるき：池袋

まちあるき：大田区池上

まちあるき：東郷元帥記念公園＋九段坂公園

東京見学会

先輩と行く見学会

おぎゼミ



最優秀最優秀
卒業卒業
論文賞論文賞

優秀優秀
卒業卒業
論文賞論文賞

特徴は分野の幅広さ。自分の専門分野を決めよう！
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　新潟県越後平野にはかつて灌漑や生活用排水のインフラを担ってきた「潟」と呼
ばれる大小の湖沼がある。このうち本研究では、ラムサール条約登録から 26 年が
経過した佐潟周辺を対象に、地域活動の実施団体 / 組織の概要と活動内容について
文献・ヒアリング調査をもとに整理した。それをもとに活動内容を類型化し、各類
型の活動数と継続状況の整理により地域活動の場所と関係主体を時系列を追って構
造化した。

　千葉県香取市佐原地域を対象に、郷土史資料や調査報告書などの文献調査を行っ
た。その結果佐原地域の形成過程を読み取り、佐原の地域構造を構成する重要な要
素として「統治・行政」、「住民自治」、「社会基盤整備」、「治水」、「産業」、「祭礼・
信仰」の 6 項目を抽出した。さらに、佐原の住民自治組織である「町内」に着目し、
その機能が佐原の地域構造にどのように寄与したのか、抽出した項目毎に考察した。

　盛岡市中心市街地を対象に、文献・地図調査から都市形成過程の空間的特徴の分
析、アンケート調査による地域イメージ分析、そして双方の結果を踏まえた都市構
造の空間的特徴の分析を行った。その結果、地域内の各エリアはそれぞれ独立して
エリアイメージを形成していることを明らかにした。さらに、それらエリアイメー
ジを規定および強調する要素について考察し、盛岡市中心市街地の「地域らしさ」
を指摘した。

　橋詰広場は都市空間における公共的な場として存在し、近代から現代に至るまで
その用途はさまざまである。本研究では東京都心部（千代田区・中央区）における
橋詰広場を対象に、地図資料調査と議会議事録や区史などを中心とした文献調査を
行った。その結果、社会背景に応じて橋詰広場の存在や活用に違いがみられること
を明らかにし、さらに設置施設の変化要因および橋詰広場が担ってきた都市的役割
について考察した。

　過密化した現代の都心部において、公開空地は都心部におけるパブリックスペー
ス創出の重要な手段である。本研究は、東京しゃれた街並みづくり推進条例に登録
されている都内公開空地を対象に、空間提供者へのヒアリング調査や現地の空間観
察調査により、空間が生み出されるメカニズムを把握した。その結果、都内の公開
空地の空間特性の実態と、それが制度、社会背景、開発者・設計者・管理者の思想
によって規定されることを明らかにした。

　本研究では、古代から栄えた「みなとまち」である敦賀港と七尾港を対象に、空間・
視覚・活動の 3 つの観点から港とまちの連携を分析した。空間的連携では街路網と
埋立地の変遷調査、視覚的連携では水際線と旧海岸線における現地調査、活動的連
携では港に関係したイベントに関する文献調査を実施した。その結果、現代の「み
なとまち」における港とまちの連携の実状を把握し、具体的な「みなとまち」の特
徴を明らかにした。

　戦災による住宅難への対策として、団地が誕生した。戦前から戦後にかけての住
宅の形の変化と集住する住民の意識の関係は、近年見られる近隣への閉鎖性などの
現代的問題としても捉えることができる。本研究では、高島平団地の自治会報『た
かしまだいら』の言説を調査し、戦後の住環境および人付き合いに関する記事を整
理した。その結果、そこに住まう人々の関わりや関心などの意識に変化があったこ
とを明らかにした。

　山形県大江町百目木地区は過去に洪水被害を受けてなお、現在まで無堤のまま川
と町との連続性を保ち続けてきた。本研究では百目木地区内の浸水想定範囲を対象
としたヒアリングおよび敷地調査、さらに氾濫解析を用いた既往洪水のシミュレー
ションを実施した。その結果、地域の水害軽減方策の実施状況および既往洪水時の
洪水水理を確認し、これらを踏まえ、地域住民による水害対応の実態について水理
学的な現象と併せて考察した。

　重要文化的景観選定地区内の公共事業６件を対象に、設計協議に参加した文化的
景観担当部署と公共事業担当部署に対してヒアリング調査を実施し、文化的景観選
定範囲内の公共事業における設計協議の実態を整理した。その結果、両部署間での
専門家の助言内容に関する正確な理解、設計協議の対象となる設計項目に関する共
通認識、設計協議の内容や深度に関する公共事業担当部署側での設計協議に対する
想定の違いを設計協議の課題として指摘した。

　近年、少子高齢化や施設老朽化により公園の利用者数は減少傾向にあり、既存の
公園をいかに活用するかが重要視されている。本研究では、現在再整備中の東郷元
帥記念公園を対象に、夏・秋・冬の合計 12 日間の観察調査を実施し、先行研究をも
とに従前従後の利用実態を比較した。その結果、利用年齢層や行動種類に変化はな
い一方、利用者分布や行動がみられる施設に変化があることを明らかにし、利用者
の行動は施設に依存しないことを指摘した。

　明治前期の東京は西洋文化を取り入れ新たなインフラが導入される中で、水系基
盤は江戸時代から明治時代へと受け継がれてきた。本研究では地図調査により水系
要素の分布及びその特徴が確認できるエリアを抽出し、地形や産業、湧水の分布を
重ね合わせることでエリアごとの水系の特徴を分析した。さらに区史等を中心とし
た文献調査をもとに各エリアごとの水利用を確認し、明治前期の東京における水利
用の実態について考察した。

　大野美代子はインテリアデザイン出身ながら土木デザインの萌芽期（1970 年代）
に橋梁デザイナーとして活躍した人物である。本研究では、堀川筋４橋の事業を対
象に、大野のデザイン思想・意図と、周辺住民が橋梁やその周辺環境に対して抱く
イメージの特徴の関係性について、文献調査とアンケート調査により分析した。そ
の結果、大野のデザイン思想・意図が、堀川筋 4 橋周辺のエリアイメージ形成に影
響を与えていることを指摘した。

修 佐潟周辺における地域活動の実態分析　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   齋藤 浩志郎

修 近世以降の佐原における地域構造の形成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   志村 遥奈

修 都市形成過程と地域イメージからみる盛岡市中心市街地の地域らしさ　　　　　　   萩原 隆太

修 近代以降の隅田川右岸中小河川における橋詰広場の変遷　　　　　　　　　　　　   原田 真央

卒 1960 年代から 2010 年代の東京都心部における公開空地の計画方針と空間特性　　安孫子 翔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

卒 堀川筋 4 橋の橋梁デザインと住民のエリアイメージの関係　　　　　　　　　　  阿部 花奈子　

卒 みなとまち敦賀・七尾における港湾と背後地域の連携　　　　　　　　　　　　　　   大籏 望　　　　　　　　　　　　　　　　

卒 戦後の集合住宅における住民の集住意識の変遷　ー高島平団地の自治会会報を対象にー　　　 長田 奈々

卒 最上川無堤区間百目木地区における住民の水害対応に関する水理学的検証　　　　　   鴨 潤矢

卒 重要文化的景観選定範囲内の公共事業の設計協議の体制と運用に関する事例分析　   川上 健太

卒 都市公園再整備における利用実態変化　―千代田区東郷元帥記念公園を対象として―　　　 松岡 明佳里　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

卒 明治前期の東京における水系と水利用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   吉本 慎

修　：　修士論文
卒　：　卒業論文



　論文ゼミの様子 　発表資料を zoom で共有

　４年生になるとデスクと PC が与えられ、研究を行います

　アンケート資料をみんなで折り込み。目指せ 1000 枚！ 　悩んでも大丈夫。頼れる先輩が相談に乗ってくれます

　時どき、OB/OG も遊びに来られます

　みんなで楽しく研究作業

　口頭発表をする前澤健心（M1）

　会場には聴講者がズラリ！ 　発表ファイト！

　ポスター発表をする志村遥奈（M2）

　１年間の研究成果を７分間で伝えます 　当日は研究室から応援！ 　卒論生おつかれさま会！

　ギリギリまで追い込むぞ！

自分の専門分野を極めよう！
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　景観研究室の卒業研究は主に週１回の論文ゼミと教員との個別相談で進めます。修論生と卒論生は隔週で
自分の研究進捗を発表し、学生と教員全員で議論を交わします。この場では多くの人から意見を貰えるため、
研究を進める手掛かりが得られます。夏休み明けには審査会と同じ本番さながらの真剣な雰囲気で中間発表
を行います。論文ゼミでは厳しい指摘をいただくことが多いですが、自力で新しい発見をしたときなどは評
価してもらえます。論文ゼミを通じて短い時間で論理的に要領よく発表したり、質問に対して的確に答える
訓練を重ね、論文を完成させて審査会へと備えます。

　学部 4 年生になると研究室に机とパソコンが割り当てられ、
研究に取り組みます。景観研究室では「研究は一人で取り組む
もの」と捉えてはいません。研究は自分の作業だけではなく、
他の人と議論を重ねながら進めていくものです。景観研には卒
論を書き上げた経験のある大学院生が多く、研究に行き詰って
しまった時には相談に乗ってくれます。また、研究を共に頑張
る同期と困った時は助け合い、お互い切磋琢磨し合いながら研
究を進めます。 研究室では研究ばかりではなくプロジェクト
に取り組んだり雑談をする光景もしばしば見られます。

　景観研究室の研究成果は景観・デザイン研究発
表会、土木計画研究発表会、土木史研究発表会な
どで発表を行います。M1 は卒論の成果を、M2
は修論の中間的成果を発表します。B4 でも研究
が進んでいるものは発表します。研究成果は学会
に発表してはじめて世の中の知識の一部となるの
で、発表には入念な準備をします。学会は日本全
国の大学の持ち回りで開催されます。
　2022 年度の土木計画学研究発表会は琉球大学
で 2 年ぶりの対面開催となりました。景観・デザ
イン研究発表会は岐阜大学で開催されました。口
頭発表では学外の先生方から質問やアドバイスを
いただき自分の研究の意義を再確認したり弱点を
意識することができます。
　景観・デザイン研究発表会は 3 年生も含む研究
室全員で聴講し、学会の雰囲気を知ることができ
ました。また、学会の懇親会で他大学の先生や学
生、実務者の方と知り合えたり、開催地の町の様
子を知ることができてとても有意義な時間です。
　2023 年度は景観・デザイン研究発表会は中央
大学（文京区）で、土木計画学研究発表会は東京
都立大学（八王子市）で開催されます。

　卒業研究と修士論文は、本文と概要集の提出、そして学科教員全員の前での口頭発表の審査を受けて評価
されます。毎年優秀な発表に対して賞が授与されており、2022 年度は景観研の鴨潤矢が最優秀卒業論文賞、
安孫子翔が優秀卒業論文賞を受賞しました。
　卒論審査会では研究成果を 7 分という短時間で発表しなければなりません。景観研究室では発表のストー
リーや資料作成について綿密な指導が行われます。審査会前には先輩・後輩の助けを借りながら発表を作り
上げます。論文生以外の学生を含めて研究室全員が大忙しであり、肉体的・精神的にも大変な時期になります。
しかし、研究室の仲間と共に励まし合いながら真剣に発表練習・資料作成に取り組み、審査会で発表を終え
た後はかけがえのない達成感を感じることが出来ます。

　学部 4 年生では卒業論文、修士 2 年生の時に修士論文に卒業の集大成として、1 年間取り組み、自分の
専攻とする分野について理解を深めていきます。ここでは研究の取り組みについて紹介します。

論文ゼミ

作業風景

学会発表

卒論審査会



　定期的にMTGを開催

　早稲田大学（佐々木研）の学生とお昼休憩 　疾走調査の結果を報告

　イベント関係スタッフの皆さんと集合写真

　イベント設営の様子 　焼き芋を子供たちにご馳走

　明治前期の東京における水系分布地形図（DEM現代版）

　作業成果を共有

　法政大学の横断的研究組織である江戸東京研究セン
ター（EToS）の研究プロジェクトのひとつ「地理情報
システムと名所の景観」について、景観研究室と文学
部地理学科米家志乃布教授ゼミが合同で活動していま
す。2022 年度は明治初期の東京の地図から、井戸や
水路などの水に関する要素を抽出し「明治初期の東京
の水地図」を完成させました。2023 年度は名所図会
に描かれた挿し絵からどのような空間が描かれている
のかを追究します。

　岐阜県郡上市八幡地区は、吉田川と小駄良川が合
流する恵まれた地形の中で育まれた水の文化で知ら
れています。2013 年に設立された「郡上八幡水の
学校」は、郡上八幡の魅力や歴史を発信しています。
景観研究室は、オープンキャンパスの開催、調査や
講演会の運営などに参加しています。2022 年は 3
年ぶりの開催となり、水路と人々の関係性や文化に
ついて学び、イベントのお手伝いを通して、川と共
にある地域の暮らしを知ることができました。

　外濠市民塾は、都心の貴重な水空間である江
戸城外濠を将来に活かすため、大学・高校・民
間企業などが集まり、地域の方々と共に知識共
有や将来像の議論やその展開を行う活動です。
法政大学・東京理科大学・東京都立大学・日本
大学などの学生が中心になっています。現在は
まち歩きの実践、水辺利用の活動、外濠に関す
る認知度向上のための広報などについてチーム
に分かれて活動しています。

　東郷元帥記念公園は関東大震災後に設置された震
災復興小公園のひとつです。現在、住民協議会（座
長・福井教授）での議論をもとに改修が進められて
います。研究室の学生は改修中や一部開園時の記念
イベントのスタッフとして参加し、地域の方々と交
流しています。デザインされた山田裕貴先生（Tetor）
から設計の詳細を伺い、設計者として公園を見る目
も養いました。研究としても改修前や一部開園時の
公園利用状況調査を行い、公園の多様な使い方を確
認することができています。
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　景観研究室の活動は研究室内にとどまらず、他学部や他大学、地域の方々との交流・ワークショップ・ま
ちあるきなど多岐にわたります。ここでは、景観研究室の多様なプロジェクト活動を紹介します。
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　EToS 学生会議。地図を広げて議論白熱！

　外濠付近の釣り堀に寄り道

　チームに分かれて街歩き

　水上コンサート「奏」は大盛況！

　ボアソナードタワーから見た外濠 　おぼんカウンターを使って外濠公園でランチ 　「奏」チームで記念写真

江戸東京アトラス研究

外濠市民塾

郡上八幡水の学校

東郷公園イベント

論文だけでは足りない！外の世界に出よう！



　現地視察の様子 　市民の方とワークショップを開催

　敷地のコンター線を読み込み中

　大江町役場の方を交えた議論

　石積み作業の様子 　参加者の皆さんと集合写真

　泊まり込みで提案内容を模索中 　中間報告の様子

　模型を囲んでプランを練ります！

　提案内容の発表中
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　福井教授が継続的にアドバイザーを務めている沼津市
において、住宅地内を流れる農業用水路である内膳堀周
辺の環境整備計画が進められています。世界かんがい施
設遺産にも指定された用水の価値を高めるために、研究
室の有志が参加し、用水の歴史や沼津市中心市街地まち
づくり戦略との関係などについて調査やヒアリングを行
いました。現地でフィールドワークを行い、グループディ
スカッションを経てその成果を沼津市職員の方々と共有
しました。さらにその結果を大学に持ち帰って議論を重
ね、学生からの具体的な提案を地域住民の方々に発表し、
ワークショップを実施して意見交換を行いました。その
成果を踏まえて市が整備計画を検討しています。

　国の重要文化的景観「最上川の流通・往来及び左沢町
場の文化的景観」に選定されている山形県大江町が令和
2 年 7 月の豪雨で浸水被害を受け、無堤だった地区への
堤防建設のプロジェクトが進んでいます。福井教授は文
化的景観の価値保全と堤防計画の調整についてアドバイ
スを求められました。さまざまな立場の人たちが具体的
なイメージを共有できるよう、模型を作成することにな
り、1.8m × 1.0m もの大きさの模型を景観研究室で制
作しました。大江町の職員の方や岡田一天先生（法政大
学かわ・まち計画研究所特任研究員、プランニングネッ
トワーク顧問）を交えた打ち合わせに学生も同席し、模
型を用いた検討の重要性や実務での打ち合わせの雰囲気
を体感しました。

　東京工業大学の真田先生が主催する「石
積み合宿」に景観研究室から 2 人が参加し
ました。「石積み合宿」は棚田や段畑などの
傾斜地で生業を営むための基盤である石積
みの修復を中心とする実践を通じて、中山
間地域への理解を深める一般社団法人石積
み学校が主催するイベントです。空石積み

（モルタルやコンクリートを用いない伝統的
な積み方）は、かつては中山間地域の「普
通の技術」でしたが、技術継承の問題に瀕
しています。自分の手で砕いた石を積むと
いう作業の先に、地域資源の維持について
実感を持って考える機会となりました。

　造園学会サマースタジオは、土木・造園・建築など様々な専攻の学生とチームを組み、2 週間の短期集中型
で設計提案を行うデザインワークショップです。 2022 年度は、「水と土と空と生きる～次世代につなぐ多古
町の風景『郊外 2.0』～」 をテーマに専攻の枠を超えた創造的な提案を行いました。

　九州デザインシャレットは、風景デザイン研究会が主催する地域密着型の設計演習プログラムです。 2022
年度は「城下町くまもとのツボをデザインする」をテーマに熊本県で開催されました。全国から集まった学
生や若手技術者がチームとなり、専門家や実務者と交流しながら、設計に必要な検討作業を体系的に学ぶこ
とができるイベントです。

　渋谷 WS は、渋谷公園通り協議会が主催する「渋谷公園通りの未来ビジョンを考える」デザイン・ワークショッ
プです。自然と街を歩きたくなる「ウォーカブルシティ」を目指すコンセプトのもと、講師の方々からレク
チャーやエスキスを受け、東京を代表するメインストリートのデザインを渋谷の街から提案しました。

　景観研究室では、有志でデザインワークショップ（WS）やコンペに参加しています。ここでは、2022
年度に景観研究室のメンバーが参加した WS を紹介します。

　長谷川碧（B3）のチームが見事入選

沼津市内膳堀プロジェクト

最上川文化的景観プロジェクト

石積み合宿

造園学会サマースタジオ

九州デザインシャレット

渋谷デザインワークショップ

まだまだ外の世界には学ぶ場所がある！



まだまだまだまだ強くなれる！！！　更なる「景観を学ぶ場」を求めて…！

ゼミ合宿とは

ゼミ合宿までの流れ

　2022 年度ゼミ合宿ルート

　石積みを活用した河川整備が行われた一乗谷川と一乗谷朝倉氏遺跡

　土木学会デザイン賞受賞の勝山橋

　細部のデザインに触れた勝山大清水

　曹洞宗の大本山の永平寺

　北陸新幹線現場見学

　ゼミ合宿は学生が主体となって行う景観研究室最大の
イベントです。事前に見学先に関する知識を蓄え、しお
りを作成したのちに現地へと足を運びます。2022 年は福
井県の嶺北地方を訪れました。ゼミ合宿は単なる観光旅
行とは異なり専門的な目線で風景を読み解くことで、景
観を考える感覚を磨きます。また、現地を見て回って美
しい風景・ご当地グルメ・現地の方との交流から日常生
活では味わえない体験ができるのも魅力です。ゼミ合宿
に参加することで、これまで知り得なかった世界を知り、
新しいものの見方に気づくことができます。
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月8 ゼミ合宿

月
候補地
プレゼン大会５

月
事前
ゼミ合宿ゼミ7

月
合宿の
しおり作成6
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就職先：小田急電鉄株式会社
仕事内容：鉄道施設の保守・現業管理

就職先：株式会社 アイ・エス・エス
仕事内容：再整備事業等の計画策定

就職先：株式会社 日本設計
仕事内容：土木施設／
　　　　　構造物の計画・設計

業種 学部卒：71 名 修士卒：31 名
コンサル
タント

17 名 オリエンタルコンサルタンツ、建設技術研究所、ジオサーチ、セントラルコンサルタント、
乃村工藝社、東急建設コンサルタント、日本エンジニアリング、綜合技術コンサルタント、
国際開発コンサルタンツ、中日本ハイウェイ・エンジニアリング東京、復建エンジニヤリ
ング、三井共同建設コンサルタント、トーニチコンサルタント、三井住建道路、日本工営
都市空間

16 名 アイ・エス・エス、オオバ、オリエンタルコ
ンサルタンツ、建設技術研究所、大日本コン
サルタント、中央復建コンサルタンツ、パシ
フィックコンサルタンツ、ハートビートプラ
ン、東京建設コンサルタント、八千代エンジ
ニヤリング

住宅・不動産 9 名 UR 都市機構、一条工務店、住友不動産シスコン、三菱地所リテールマネジメント、タカ
ラレーベン、大和ハウス工業、NTT 都市開発、東急コミュニティ―

3 名 UR 都市機構、大和ハウス工業

官公庁 9 名 千葉県庁、茨城県庁、静岡県庁、福岡県庁、板橋区、草加市、横浜市、千葉市、さいたま
市

1 名 流山市

ゼネコン 8 名 鉄建建設、大成建設、五洋建設、前田建設工業、戸田建設、鹿島建設 2 名 鉄建建設、三井住友建設

設計事務所 3 名 類設計室、DO 設計、Tetor 1 名 日本設計

運輸 4 名 小田急電鉄、西武電鉄、中日本高速道路、東海旅客鉄道 5 名 東日本高速道路、京成電鉄、京王電鉄、東武
電鉄

メーカー 1 名 LIXIL 1 名 ヨシモトポール

他大学院進学 3 名 法政大学大学院、東京工業大学大学院、熊本大学大学院 ー ー

その他 9 名 Sony Music Artists、東京ガスリックリビング、オリエンタルランド、三井化学東セロ、
動画クリエイター、ちばぎんコンピューターサービス、富士通、Ridgelinez

2 名 東芝、るくバレエ教室

8 名 法政大学大学院 在学中
　＋　学部時代、他大学又は他研究室に所属していた人数（3 名）

人脈

思考
能力

主体性 デザイン
能力

将来
設計

・他大学の友人が出来る
・OB、OG との交流
・コミュニケーション能力の向上

・みんなで議論し合える
・論理的に考える
・文章力として書き起こす
力

・研究室プロジェク
トへの積極的な参加
・自分から行動、発
言したり、主導する
経験
・後輩を引っ張って
いき、サポートする
力

・伝わりやすいレジュメや
PPT の作成能力
・良好な土木事業事例の理解
・コンペ等で空間計画や施設
設計経験を充実させる

・豊富な経験をもとに
した就職活動
・自己分析や人生設計
を考える時間がある
・社会人としての基礎
力の養成

【学費】 【奨学金】
年間￥970,000 ・日本学生支援機構奨学金

・法政大学独自の奨学金
・学外奨学金　　　　　　など

【受験方式】
①一般入学制度
②学内推薦入学制度
③学内特別推薦制度

学科成績上位 1/2 は
面接＋書類のみ！

学科成績上位 1/4 は
書類のみ！

大学院ってどんなところなの？大学院について知ろう！

景観研究室の卒業生の進路を知ろう！

2023 年度の 3 年生は 13 期生！景観研の OB・OG に話を聞いてみた！

19

学部より 4 割安い！

18

　大学院での活動は授業や論文だけではありません。景観研究室では多様な対外活動に加え、TA や設計事
務所でのアルバイト、まちあるきの実施、部活動など様々な活動をしており、毎日が充実しています。

Q：景観研究室で学んだこと
　自分で決めた道を自分で歩くことの楽しさを学びました。先行例もなく、自分がやりたい
と思った研究を学部・修士で取り組むことを認めてもらいました。たくさん考えて、途中で
心が折れかけたこともありましたが、最後まで頑張りきれたことは良かったと感じています。

Q：大学院に進学した理由
　配属当時は進学予定ではなかったですが、学部を通して自分がやりたいことを考える時間
がもっと必要だと感じたからです。大学院では自分がやりたいことの他にバイクという新し
い趣味も見つけられました。

Q：未来の景観研に所属する学生へ
　学生の内に色んな事に興味を持って、自分はこれが好きという「こだわり」を強く持って
ほしいです！是非海外に行ってみたり、社会人になる前に新しい趣味を見つけるなど色々
チャレンジしてみてください！

Q：景観研究室で学んだこと
　失敗ばかりの毎日でも、とにかく続けること。続ける為には自分で楽しみを見つけて毎
日を楽しむことが何よりも大事だと学びました。

Q：教授陣の好きなところ
　学生の相談や飲み会にも快く時間を割いてくださり、学生との時間を大切にしてくれる
ところです。

Q：学生に戻ったらやってみたいこと
　やりたいことは我慢せずに全部やりましたが、もっと海外旅行に行きたかったです。

Q：未来の景観研に所属する学生へ
　研究室で過ごす時間は思いの外長くなると思いますが、自分が持つ考えをたくさん共有
して、皆が居心地のよい場所を作る努力をしてみてください。応援しています！

Q：景観研究室に入った理由
　一番のきっかけはデザスタ２の講評会です。自分の提案は大抵の先生からは好評でした
が，福井先生にのみ “ 敢えていまひとつなところを指摘します ” と課題点を指摘されたの
が印象的で、福井先生のもとなら鍛えられると感じたからです。
Q：景観研究室で得た能力
　一番は研究を通して訓練した論文作法や論理的思考法ですかね。プランやデザインの提
案など実務においても、研究的アプローチは考え方の基礎になっていますね。上司やクラ
イアントに対する説明でも、論理性が求められるので、論文的構成をベースとして資料を
作るようにしています。
Q：未来の景観研に所属する学生へ
　研究室では躓いてしまうことが多いと思います。そんな時に、自分はダメだ、とか、周
りと比べて劣っている、と諦めないで欲しいなと思います。景観研の先生方や先輩は、負
けじと喰らいついてくる学生には必ず応えてくれます（そうですよね？笑）。どんどん研究
室という場を、人を頼って沢山の経験を積んでください。

　大学院進学の魅力として右の５つの要素が
あげられます。これらの能力は座学が多い学
部４年間の授業では、十分には身に着けられ
ません。大学院では、その枠を超えた活動や
他大学との活動がメインになってくるため、
論理的に考える力や、デザインする能力、 幅広
い知識だけではなく、自ら活動に飛び込んで
いく積極性やコミュニケーション能力などが
身に付いていきます。もちろん就職にも大幅
に有利になります。大学院の進学をお待ちし
ております！！

　景観研究室の卒業生は 102 名に上り、2022 年度で 100 名を超えました。その進路は学部卒・修士卒ど
ちらも建設コンサルタントが最も多く、他の研究室に比べて大学院進学率が高い事も特徴的です。現在景観
研究室の修士は 11 名所属しています。

あなたはどっちに進む・・・？　　　　▶大学院に進む　　▶就職する

　平野綾子さん【第 3 期生 / 2017 年修士修了】

　平島萌さん【第 5 期生 / 2017 年学部卒業】

　相澤航平さん【第 8 期生 / 2022 年修士修了】

大学院の活動・進学して得られるもの
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自身の興味のあるテーマをもとに、具体的な研究目的の検討、データの収集・調査・実験を行う

卒論内容をさらにブラッシュアップ

データの収集作成・調査・実験

データの収集・調査・実験、および分析・考察、論文の執筆をする

分析・考察・論文構成を
定めて執筆

発表内容をもとに
ブラッシュアップ
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毎週の見学レポート

学会発表

学会発表

　大学生活の真骨頂ともいえる研究室は年間を通してイベントが盛りだくさんです。ここでは、2023 年度
の活動結果・活動予定を整理し、景観研究室の 1年間を振り返っていきましょう。
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